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町の川 ◯23　片桐松川
願いをこめた令和2年清流苑の花火を
水面に映す。
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新型コロナウイルス感染に関する町民アンケート 第2弾
アンケート結果（小中学校生保護者）　6月末時点　　　　松川町公民館実施

２ 休校中子供への対応

31％

24％15％

14％

9％
7％

子供だけで過ごす

普段どおり

両親のところへ

家族に頼んで

児童館

考察
「子供だけで過ごす」
が平均では３割です
が中学生では５割を
占めています。

職　　業 
自営業39 農業45 会社勤め355 公務員52 その他88 回収率74.2％（579世帯/780世帯）

３－Ⅱ 保護者のイライラについて

34％

29％

28％

9％ なかった
毎日のように

たまに

時々

考察
小学生を持つ保護者
では７割近くが何ら
かのイライラを感じ
ながら生活をしてい
たようです。

３－Ⅲ 子供の 生活リズム

52％

29％

19％
崩さないように意識

悪いほうに変化

普段と変わらず 考察
なるべく崩さないよ
うに意識してが５割
を占めています。一
方悪いほうに変化し
たが３割を占めてい
ます。

３－Ⅳ テレビ・ゲーム時間

50％
37％

13％

大いに増えた
2、3時間は増

変わらない 考察
あきらかにテレビや
ゲームに向かう時間
が多かったようで
す。

４－ⅰ 休校・登校開始

67％32％

1％

やむを得ない感染状況から短縮

考察
休校・登校開始の時
期についてはやむを
得ないが７割を占め
ています。

４－Ⅲ 臨時・分散登校

64％29％

7％

良かった
もう少し
増やしてほしい

考察
良かったと思われて
いる方が６割を占め
ています。一方もう
少し増やしてほし
かったと望む保護者
が３割を占めていま
す。

４－Ⅳ 学校からの情報・宿題

53％
28％

11％

8％

良かったと思う
もう少しこまめに

不足している 考察
良かったが５割を占
めていますが、３割
がもう少しこまめに
情報が欲しかったと
望むと答えられてい
ます。

５－ⅰ 勉強の遅れ挽回

34％

30％
23％

13％
詰込みにならないか

修得できない範囲

夏休みで挽回できるか

考察
詰込みにならない
か、夏休みで挽回で
きるか心配している
方が６割を占めてい
ます。子供たちへの
心理的不安も心配さ
れています。

５－Ⅱ 進学を考えた時

45％

22％

33％
影響が出るのでは
ないか

他市町村との修得
内容のバラツキ

無回答
考察
中学生の保護者の５
割近くが進学への影
響が出るのではない
かと心配されていま
す。

６ 心配していること

32％

27％
15％

13％

12％
1％

自分や家族が
感染した場合

自粛生活が
いつまで続くのか 学校に関する事項

収入の減少

考察
自分や家族が感染し
たら、学校に関する
事項で心配と思って
いる保護者がそれぞ
れ３割を占めていま
す。

全体まとめ　①３校の保護者ともアンケート内容に対して上位を示す回答項目は％的バラツキはあるもののほぼ一緒でした。　②勉
強の遅れへの対応や進学に対する影響を心配している保護者が多くおられます。特に中学生の保護者におかれては60％が進学への
影響を心配されています。　③スポーツ等の大会については何らかの方法で開催を望む声があります。　④保護者の皆さんは自分や
家族の感染への心配と子供の勉強や学校生活への心配を抱えて日々を送っておられます。アンケートには貴重なご意見や思いも寄せ
られていますので、各方面へ有効に使わさせていただきます。
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　このアンケートは館報６７９号に続き、コロナウイルス感染拡大を防ぐ為に行動自粛や非常事態宣言の中で、町民の
皆さんがどの様な影響を受けて、ご苦労や今後どのような事を心配されているかお気持ちをお聞かせいただいた内容を
まとめさせていただきました。今回のコロナ関連のアンケートにつきましては学校を始め町民の方々にお忙しい中ご協
力いただきありがとうございました。

アンケート（一般）　6月末時点　　　　　　　松川町公民館実施
年　　　　代

20代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
3 6 17 28 32 48

総数

134名

２－自粛期間中どの様に過ごされていましたか？

35％

28％
22％

6％
4％
3％
2％

極力外出を控えて

テレビや家の
中などで運動

普段と変わらない生活

考察
①極力外出を控えて家の中でテレビを見たり、家の中でできる運
動などをし気を付けて過ごされていた方が６割近くおられまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②普段と変わらない生活をしていたが３割を占めています。農家
の方は、果樹や野菜などは生育は待ってくれませんのでいつもの
様に農作業に携われていた方も大勢おられました。

３－自粛期間中どのような事がつらかったですか？

21％

17％
17％14％

13％

7％
6％
3％
2％

感染への不安を抱えていた

マスク・消毒液等の品切れ

県外をまたいでの行動自粛

楽しみな運動ができなかった

施設の休館で
仲間に会えない

考察
①感染に対しての不安を抱えてが約２割を占めています。
②「楽しみの運動ができなかった」・「施設の休館で仲間に会えな
い」を合わせると４割を占めています。社会教育施設・福祉施設・
各グランドや体育館の利用ができないことで、仲間に会えない、
体を思いきり動かせないなどで辛い思いをされ日々をおくられて
いた事が伺えます。

５－今現在心配だと思っていることはありますか（一般）

29％

21％
18％

15％

9％
7％1％

いつまで続くかわからないこと

経済的影響 ワクチンがないこと

自分や家族が感染したら

考察
①感染がいつまで続くかわからないことを心配されている方が３
割を占めています。現在ワクチンがないことも心配と思われてい
ます。
②様々な分野で経済的影響が大きく、２・３年は回復までかかる
のではないかと心配されている声もあります。
③自分や家族が感染したらと心配されている方もあり、感染した
場合の精神的な苦痛を心配されていることが伺えます。誰もが感
染してもおかしくない状況下です。万が一そのよう事が発生して
も、温かく見舞い、気づかうことができる町民でありたいと思います。

５－今現在心配だと思っていることはありますか（高校生111名）

28％

28％20％

12％

9％
3％

進学や就職への影響

勉強の遅れいつまで続くかわからないこと

今後の大会や催し

考察
①進学や就職への影響、勉強の遅れを心配しているが６割近く占
めています。高校３年生では７割の生徒が進学や就職への影響を
心配をしています。特に経済の悪化による就職活動への影響を保
護者も同様に心配をされている様子が伺えます。
②１・２年生では行動自粛がいつまで続くのか、又感染が拡大し
休校にならないかを心配されている生徒が２割を占めています。

高校生
1年生 39名
2年生 38名
3年生 33名
合計 110名

４－行政などの対応について（町・県）

考察
①感染情報については良かったと思うが４割を占めていますが、もっと詳しい情報を求める声もあります。
②社会教育施設の休館はやむを得ないが６割を占めていますが柔軟さを欲しい声もあります。
③学校の休校はやむを得ないが５割を占めています。
④児童館や学校で一時預かりはありがたかったが５割を占めています。
⑤給付金支給対応について５割強の方が良かったと思うとされています。その反面悪い、遅い・やっかい、難しいと思われていた方が
　３割あり、課題を感じます。
⑥町独自の補助についてはスピード感を持って、手厚い補助を求める声が聞かれます。

40.3％
まあ良かった

31.3％
もっと早く詳しく

13.4％
慎重に

14.9％
無回答

28.4％
良かったと思う

24.6％
苦しい家庭に補助を

23.1％
スピード感がほしい

19.4％ 3.0％
手厚い補助を

56.7％
良かったと思う

15.7％
悪い・遅い・やっかい・難しい

13.4％ 14.2％
無回答

62.7％
やむを得ない

17.2％
柔軟に

3.7％ 16.4％
無回答

53.0％
やむを得ない

9.0％
もう少し支援を柔軟に

6.0％ 32.1％
無回答

50.0％
ありがたかった

11.9％
もう少し支援を

38.1％
無回答

1. 感染情報の発信について

2. 社会教育施設の制限について

3. 学校の休校中について

4. 休校中の児童館や学校の支援について

5. 給付金支給対応について

6. 給付金以外の町独自の補助について
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新型コロナウイルス感染を時系列で振り返る
海　　外 国　　内 長野県　松川町

11月 中国湖北省武漢で原因不明の肺炎の
クラスターが発生

1
月

9日　新型肺炎に関する初の死亡例が
中国で確認

16日　中国武漢で原因不明の肺炎に
関する注意喚起発表が厚生労働省より

14日　WHO 新型コロナウイルスを
確認 16日　神奈川県内で感染症例を確認

22日　中国、感染者440人、死亡者9人

23日から中国は武漢市を「都市封鎖」 28日　「新型コロナウイルス感染症
対策に関する厚生労働省対策推進本
部会議」を立ち上げ

31日　WHO 緊急事態を宣言
感染者 計9,692人 死亡者 213人に

2
月

3日　乗客の感染が確認されたク
ルーズ船が横浜港入港

11日　WHOは新型コロナウイルス
のパンデミックを宣言

4日　クルーズ船含む国内感染者が
1000人超す
9日から中国全土・韓国全土からの
入国規制を強化

WHOが新型コロナウイルスの感染に
よる疾患を「COVID-19」と命名 27日 全国すべての小中高校に3月2

日から臨時休校要請

3
月

6日　世界全体の感染者数が10万人
を超えた

7日　7都府県に緊急事態宣言 「人の
接触 最低7割極力8割削減を」 3日より小中学校臨時休校に入る

12日　WHOがパンデミック認定 11日　選抜高校野球中止を発表

各国で渡航、入国制限が出される
18日　国内の感染者 1万人超える
（クルーズ船除く）

17/18日　町内学校、卒業生と家族1名と先生
のみの出席で卒業式が行われた

26日　アメリカの感染者数が中国、
イタリアを上回り、世界最多になった

24日　東京五輪・パラリンピック 1
年程度延期発表

27日　飯田保健所管内で感染者1人発生、29日
にも感染者1人発生

28日　イタリア新型コロナウイルス
死者1万人超

29日　コメディアン志村けんさん死
去

4
月

2日　世界の感染者数 100万人を超
え　死亡者数 4万人をこえる

1日　国内感染者 2,384人　国内死
亡者 57人

6日小中入学式、卒業式と同様に今までにない
形で入学式が行われた

8日　新型コロナウイルスの感染が最
初に広がった中国湖北省武漢市の封
鎖が解かれた

7日　政府が7都府県へ「緊急事態宣
言」を発令

8日　飯田保健所管内で感染者2人発生　9日1
人感染これで計5人となる

16日　「緊急事態宣言」全都道府県
に拡大 5月6日まで 小中学校分散登校を取り入れ

28日　世界全体の感染者数が300万
人、世界全体の死者数が20万人を超
えた

17日　中小企業に200万、フリーラ
ンス・個人事業主に100万円、個人
に10万円の現金給付を発表

5
月

4日　政府「緊急事態宣言」5月31
日まで延長

小中学校では臨時登校日や分散登校を取り入れ
る

14日　政府 緊急事態宣言 39県で解
除 8都道府県は継続　20日夏の甲子
園中止が決定、戦後初の事態
25日　緊急事態の解除宣言 約1か月
半ぶりに全国で解除 25日　町内小中学校通常登校開始となる

6
月

7日までの24時間に13万6000人以
上感染

19日　都道府県をまたいだ移動自粛
解除

30日現在県内感染者数77人

世界の感染者1000万人、死者は50
万人に達する

【新しい生活様式】が徐々に定着して来たものの第２波におびえながら
日々を送る。

1月下旬頃、店頭からマスク、消毒液がなく
なり始め入手困難に！又SNS上にデマと思
われるトイレットペーパー品薄となる情報も
流れて多くの方が買い求める。

飲食店の顧客が減り始める、宴会の中止や
キャンセルが続出し始める。

学校と児童館での児童の預かり対応をとる。

上記感染報道を受けSNS上に、立ち寄った
店や感染者にかかわる不確かな情報が拡散！

4/25～5/15まで、 えみりあを始めとする社
会教育施設が使用禁止となる。

町内の様々なイベントの中止が決定となる。
＊フェスタぎおんin上片桐中止
＊新井祇園祭り中止
＊清流苑祭り中止
＊南信州まつかわハーフマラソン中止
＊松川町音楽祭中止
＊成人式令和3年1月に延期

自粛は解除されたものの、町内飲食店は大き
な影響を受けたままである。

8月1日現在国内感染者数37,859人　8月1日現在県内感染者数111人
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大
島
南
部
か
ら
堤
原
に
か
け
て

の
果
樹
園
地
帯
の
中
の
道
沿
い

に
、
大
き
な
記
念
碑
が
立
っ
て
い

ま
す
。
堤
原
神
社
よ
り
少
し
北
の

方
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ば

へ
行
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
を

読
ん
で
み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
記
念

碑
は
昭
和
九
年
五
月
に
建
立
さ

れ
た
「
開
墾
記
念
碑
」
で
、
文
を

書
い
た
の
は
北
原
痴
山
（
北
原
阿

智
之
助
）
で
す
。
開
墾
を
進
め
た

の
は
大
島
耕
地
整
理
組
合
で
、
昭

和
３
年
に
土
地
測
量
を
し
て
、
そ

の
年
の
１２
月
に
耕
地
整
理
組
合
が

認
可
さ
れ
る
と
と
も
に
開
墾
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
昭
和
４
年

（
１
９
２
９
）
に
国
で
耕
地
整
理

組
合
法
が
成
立
し
て
、
多
く
の
土

地
を
開
墾
し
て
国
や
県
に
申
請
す

る
と
費
用
を
助
成
し
て
も
ら
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
助

成
金
を
受
け
る
申
請
を
し
て
開
墾

を
進
め
ま
し
た
。
昭
和
８
年
８
月

に
は
、
開
墾
が
完
成
し
て
い
ま

す
。
面
積
は
１１
町
歩
で
４
軒
が
移

住
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
島
村
で
鈴
木
源
三
郎
な
ど
三

人
が
開
墾
し
て
果
樹
栽
培
を
始
め

た
の
は
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）

の
こ
と
で
し
た
。
堤
原
を
開
墾
し

た
の
は
鈴
木
源
三
郎
で
す
。
堤
原

は
江
戸
時
代
に
は
大
島
三
か
村

（
名
子
村
・
上
新
井
村
・
古
町
村
）

の
入
会
地
で
、
肥
料
と
し
て
田
畑

に
入
れ
る
草
を
刈
る
場
所
で
し

た
。
明
治
に
な
っ
て
三
か
村
で
分

け
て
所
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
や
せ
た
土
地
で
人
が
入
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鈴

木
源
三
郎
は
そ
の
中
の
土
地
を
借

り
て
開
墾
し
た
の
で
す
。
次
第
に

果
樹
栽
培
者
が
増

え
る
と
と
も
に
、

鈴
木
源
三
郎
は
、

多
く
の
人
に
果
樹

栽
培
を
勧
め
、
苗

を
分
け
た
り
栽
培

の
方
法
を
教
え
た

り
し
ま
し
た
。

　
大
島
耕
地
整
理

組
合
は
大
島
村
で

最
も
早
く
で
き
た
組
合
で
す
。
そ

の
後
大
島
村
の
中
で
い
く
つ
も
の

耕
地
整
理
組
合
が
で
き
、
開
墾
を

始
め
ま
し
た
。（
中
原
組
合
・
下

原
組
合
・
薮
原
組
合
・
御
鍬
原
組

合
な
ど
）
耕
地
整
理
組
合
が
で
き

た
こ
ろ
、
昭
和
の
大
恐
慌
に
な

り
、
全
国
の
村
々
が
対
応
に
苦
労

し
ま
し
た
。
国
は
各
村
に
経
済
改

善
委
員
会
を
作
ら
せ
、
経
済
更
生

計
画
を
立
て
さ
せ
て
、
改
善
を
は

か
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
大
島
村
は

計
画
の
中
心
に
土
地
整
理
を
位
置

づ
け
、
開
墾
し
て
果
樹
栽
培
を
進

め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
時

期
か
ら
果
樹
栽
培
が
増
加
し
、
今

日
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
松
川
町
資
料
館
　
　伊
坪
　
達
郎

〜
資
料
館
だ
よ
り
〜

◆
第
48
回
◆

「
昭
和
初
期
の
開
墾
と

　果
樹
栽
培
の
広
が
り
」

北
小
学
校

「
人
権
に
関
す
る
標
語
」
①

言
葉
は
ね

　
人
の
気
持
ち
を

　
　
　
　
　
動
か
す
よ

小
番
　
蒼
真

松
川
は

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
思
い
や
り
の
町

宮
下
　
み
お

呼
び
す
て
は

　
人
の
心
を

　
　
　
　
い
や
に
す
る

鎌
倉
　
　
然

み
ん
な
の
笑
顔

　
き
ら
き
ら
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
星
の
よ
う

宮
澤
　
彩
生

や
さ
し
さ
は

　
あ
な
た
の
そ
ば
に

　
　
　
　
あ
り
ま
す
よ

吉
川
　
春
空

ク
ラ
ス
に
は

　
か
が
や
く
笑
顔
の

　
　
　
　
　
　
色
が
あ
る

大
下
　
心
優

友
だ
ち
は

　
や
さ
し
く
な
い
と

　
　
　
　
で
き
な
い
よ

原
　
　
凌
大

勇
気
は
ね

　
自
分
が
変
わ
る

　
　
　
　
　
魔
法
の
力

吉
村
　
　
悠

松
川
は

　
笑
顔
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
す
て
き
だ
よ

瀧
本
亜
未
嘉

友
だ
ち
を

　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
っ
て

　
　
　
　
　
声
を
か
け
る

光
澤
　
世
温

悲
し
い
と
き

　
一
人
じ
ゃ
な
い
よ

　
　
　
　
　
み
ん
な
い
る

平
澤
　
果
奈

友
だ
ち
は

　
全
部
い
い
人

　
　
　
　
や
さ
し
い
ん
だ

金
　
　
禹
辰
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松
川
北
小
学
校
3
年

10
年
後
の
私

　

10
年
後
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
自
分
に
な
っ
て
い
た
い
で
す

か
？
「
こ
う
な
っ
て
い
る
と
い
い
な
」「
こ
ん
な
ふ
う
に
毎
日

を
過す

ご
し
て
い
る
と
い
い
な
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま

す
か
？
「
こ
う
な
っ
て
い
る
と
い
い
な
！
」
と
い
う
気
持
ち

で
自
由
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。竹

　
村
　
叶
　
夢

松
　
下
　
葵
　
衣

大
久
保
　
咲
　
希
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湯
澤
　
順
子
（
増
野
）

亡
き
母
の
着
物
で
祝
う
子
年
会

　
　
今
日
の
ひ
と
日
は
母
と
共
に
あ
り

コ
ロ
ナ
禍
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
学
校
の
桜

　
　
子
等
の
歓
声
消
え
て
し
ま
い
ぬ

コ
ロ
ナ
禍
に
疲
れ
し
吾
ら
を
見
下
ろ
し
て

　
　
五
月
の
鯉
は
元
気
に
泳
ぐ

頑
丈
な
筈
の
橋
脚
流
れ
ゆ
く

　
　
濁
流
の
力
を
見
せ
つ
け
ら
る
る

連
日
の
雨
に
打
た
れ
て
凛
と
咲
く

　
　
紫
陽
花
だ
け
が
活
き
活
き
と
し
て

　
八
木
組
　
松
川
支
部

　
松
川
町
の
り
ん
ご
農
家
を
舞
台

に
し
た
映
画
「
実
り
ゆ
く
」
が
今

秋
公
開
さ
れ
ま
す
。

【
関
連
記
事
８
面
】

　
こ
の
映
画
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

活
動
さ
れ
て
い
る
の
が
、
八
木
組

松
川
支
部
の
皆
さ
ん
で
す
。

（「
八
木
組
」
は
監
督
の
名
前
由

来
）

　
こ
の
映
画
を
契
機
に
松
川
町

を
盛
り
上
げ
た
い
！

　
松
川
町
の
人
た
ち
に
も
こ
の

映
画
を
見
て
も
ら
い
、
町
の
魅

力
を
改
め
て
感
じ
て
ほ
し
い
！

　
そ
ん
な
想
い
を
持
つ
有
志
が
集

ま
り
、
自
主
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
１２
名
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
人
は
大
歓
迎
！

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
な
の

で
、
予
算
も
な
く
、
出
来
る
こ
と

が
限
ら
れ
た
中
で
、
そ
れ
で
も
よ

り
良
い
Ｐ
Ｒ
に
な
る
よ
う
に
と
努

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
広
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
情
報
を

扱
う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
情
報

提
供
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
番
組

を
作
っ
て
映
画
の
魅
力
を
発
信
す

る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。

　
月
に
何
度
も
行
う
会
議
で
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
作
れ
な
い
か
？

情
報
誌
に
掲
載
し
て
も
ら
え
な
い

か
？
で
も
お
金
は
ど
う
す
る
ん

だ
…
、
じ
ゃ
あ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ら
ど
う

だ
？
　
な
ど
、
悩
み
な
が
ら
も
、

様
々
な
人
脈
を
活
用
し
て
ア
イ
デ

ア
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
映
画
が
公
開
さ
れ
た
ら
活
動
が

終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い

と
、
町
を
想
う
気
持
ち
は
と
ど
ま

る
こ
と
の
な
い
皆
さ
ん
で
す
。

やってる自分達が楽しもう！がモットー

松
川
町
資
料
館
　
　

企
画
展
の
お
し
ら
せ

　
松
川
町
資
料
館
で
は
令
和
２
年

度
第
１
回
企
画
展
「
寄
贈
民
具
・

岩
石
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
明
治
４１
年
よ

り
大
島
南
部
地
区
で
婚
礼
な
ど
に

使
わ
れ
て
き
た
什
器
類
、
平
沢
忠

視
氏
寄
贈
の
大
正
時
代
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
の
民
具
類
、
寺
沢

厚
氏
寄
贈
の
濃
飛
流
紋
岩
な
ど
、

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
資
料
館
、
中
央

公
民
館
、
図
書
館
に
お
立
ち
寄
り

の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
展

示
期
間
は
９
月
末
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
　

お
問
い
合
わ
せ

　

電
話
３４
―
０
７
３
３

　

１０
時
～
１７
時
開
館

　

水
曜
日
休
館
日

地域を知る講座

武田信玄狼煙上げ
下伊那～諏訪～富士見町までリレー方式で行う

戦国時代の一コマを
一緒に体験しましょう！

●連絡先　松川町中央公民館　電話36-2622

◆期日
　令和2年8月29日（土）
　少雨実施
　実施不可の場合30日に延期
◆場所／台城　本丸跡
日　程…9時　台城本丸跡集合
　　　　9時10分から　狼煙準備
　　　　10時10分頃　狼煙上げ
　　　　11時30分　解散
持ち物…軍手・飲み物・帽子（雨具）
参加費…無料
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こ
の
と
こ
ろ
ぺ
ん
ぺ
ん
草
の
執
筆

の
順
番
が
回
っ
て
く
る
た
び
に
異
常

気
象
を
嘆
い
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
こ
の
文
を
書
い
て
い
る
と
き
に
は

ま
だ
明
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
の

梅
雨
は
久
し
ぶ
り
に
梅
雨
ら
し
い
梅

雨
で
、
町
内
、
県
内
の
み
な
ら
ず
全

国
各
地
で
災
害
発
生
の
ニ
ュ
ー
ス
を

耳
に
し
ま
し
た
。
今
回
の
災
害
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
兼
ね
合
い
で
避

難
所
に
収
容
し
き
れ
ず
ほ
か
の
避
難

所
ま
で
移
動
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
我
が
家
で
も

長
雨
で
畑
が
水
浸
し
に
な
っ
た
り
、

用
水
路
が
詰
ま
っ
て
あ
ふ
れ
た
り
、

防
除
が
遅
れ
て
病
気
が
発
生
し
た
り

と
い
ろ
い
ろ
と
困
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
避
難
場

所
の
確
認
や
持
ち
出
す
も
の
の
確
認

な
ど
も
し
な
く
て
は
と
思
う
も
の
の
な

か
な
か
重
い
腰
を
上
げ
ら
れ
ず
に
ま

た
今
度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
…
…

と
は
い
え
最
近
は
ど
ん
な
災
害
が
来

て
も
お
か
し
く
な
い
気
も
し
ま
す
し

少
し
は
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
大
久
保
　
康
司
）

10月2日（金）
長野県先行ロードショー

　この映画の監督が松川町の自然美
に魅せられて制作。
　松川町のりんご農家を舞台に、撮影
もりんごが実る昨年10月に行われま
した。

松
川
町
の
り
ん
ご
農
家
を
舞
台
に
描
く
父
と
子
の
物
語

　
あ
ら
す
じ

　
主
人
公
は
、
松
川
町
で
代
々
続

く
り
ん
ご
農
家
の
後
取
り
と
し
て

生
ま
れ
た
実

み
の
る

。

　
彼
は
母
親
の
死
後
、
父
親
と
二

人
で
農
園
を
切
り
盛
り
し
な
が

ら
、
週
末
に
な
る
と
独
り
東
京
に

出
向
き
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
に
出
演

し
て
い
た
。
生
ま
れ
つ
き
吃
音
を

持
つ
実
だ
が
、
舞
台
に
立
つ
時
だ

け
は
流
暢
に
喋
れ
た
。

　
自
分
の
喋
り
で
人
を
笑
わ
せ
て

い
る
瞬
間
が
何
よ
り
も
幸
せ
だ
っ

た
。
実

み
の
る

は
、
り
ん
ご
農
家
と
し
て

生
ま
れ
つ
つ
も
、
お
笑
い
芸
人
に

な
る
と
い
う
夢
を
抱
い
て
い
た
。

　
し
か
し
、
農
家
を
継
ぐ
か
、
芸

人
に
な
る
か
、
そ
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
は
刻
々
迫
っ
て
い
た
。

　
な
ぜ
実

み
の
る

は
お
笑
い
に
突
き
進
む

の
か
？
そ
こ
に
は
『
母
の
死
後
、

笑
顔
を
失
っ
た
父
親
を
笑
顔
に
し

た
い
』と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
…
。

実み
の
るは

　
想
い
を
　
夢
を

実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

　
こ
の
映
画
の
監
督
、
八
木
順

一
朗
さ
ん
が
、
松
川
町
を
訪
れ

た
時
の
こ
と
、「
こ
ん
な
美
し
い

自
然
の
松
川
町
で
映
画
を
作
り
た

い
！
」
と
一
念
発
起
。

　
２
０
１
８
年
「
第
３
回
Ｍ
Ｉ
―

Ｃ
Ａ
Ｎ
　
未
完
成
映
画
予
告
編
大

賞
」
に
、「
実
り
ゆ
く
長
野
」
を
制

作
し
て
応
募
。

　
未
完
成
映
画
予
告
編
大
賞
は
、

存
在
し
な
い
映
画
の
予
告
編
だ
け

を
作
り
、グ
ラ
ン
プ
リ
に
映
画
化
の

権
利
が
与
え
ら
れ
る
、と
い
う
も
の
。

　
八
木
監
督
の「
実
り
ゆ
く
長
野
」

は
堤
幸
彦
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
こ
そ
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
本
編
を
望
む
声
が
多

く
、
独
自
で
制
作
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
、
松
川
町
の
魅
力
が
ス

ク
リ
ー
ン
を
彩
り
ま
す
！

（
来
月
号
に
続
く
）

撮影時の八木監督

　
松
川
町
の
魅
力
を
映
画
に


